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11.業種別・各監督署別災害発生状況

11-1.平成30年　業種別死傷災害発生状況

11-2.平成30年　業種別死亡災害発生状況

1. 平成30年の死傷災害の全業種に占める割合は、製造業19.4％、商業18.0％、運輸交通業14.6％、

建設業13.0％、保健衛生業10.1％となっている。

2. 主な業種では商業と保健衛生業、清掃・と畜業の割合が前年より高くなったが、製造業、建設業、運

輸交通業、接客娯楽業は前年より割合が低くなった。

1．平成30年の死亡災害の全業種に占める割合は、建設業が7人で最も多く、次いで製造業と運輸交通業

がそれぞれ４人で、商業で2人だった。

2．事故型別でみると、8人が交通事故と最も多く、次いで墜落・転落5人、激突され3人であった。
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11-5.監督署別労働災害発生状況（過去3年との比較）

11-3.主要業種別死傷災害発生状況（過去３年との比較）

11-4.建設業工事別死傷災害発生状況（過去3年との比較）
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28年 474 432 353 13 37 21 438 32 54 10 213 170 108 112

29年 473 350 378 18 29 17 376 33 53 17 229 175 110 127

30年 502 336 377 29 32 19 467 26 50 29 261 168 134 159
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